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BGPの制約事項
グレースフルリスタートが無効になっている場合でも、BGPホールド時間は常にデバイスのグ
レースフルリスタートのホールド時間よりも長く設定する必要があります。ホールド時間がサ

ポートされていないピアデバイスでは、オープンメッセージを介してデバイスとのセッション

を確立できますが、グレースフルリスタートが有効になっていると、セッションはフラッピン

グします。

BGPに関する情報
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、Exterior Gateway Protocolです。自律システム
間で、ループの発生しないルーティング情報交換を保証するドメイン間ルーティングシステム

を設定するために使用されます。自律システムは、同じ管理下で動作して RIPやOSPFなどの
Interior Gateway Protocol（IGP）を境界内で実行し、Exterior Gateway Protocol（EGP）を使用し
て相互接続されるルータで構成されます。BGPバージョン4は、インターネット内でドメイン
間ルーティングを行うための標準 EGPです。このプロトコルは、RFC 1163、1267、および
1771で定義されています。

BGPネットワークトポロジ
同じ自律システム（AS）に属し、BGPアップデートを交換するルータは内部BGP（IBGP）を
実行し、異なる自律システムに属し、BGPアップデートを交換するルータは外部BGP（EBGP）
を実行します。大部分のコンフィギュレーションコマンドは、EBGPと IBGPで同じですが、
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ルーティングアップデートが自律システム間で交換されるか（EBGP）、または AS内で交換
されるか（IBGP）という点で異なります。下の図に、EBGPと IBGPの両方を実行している
ネットワークを示します。

図 1 : EBGP、IBGP、および複数の自律システム

外部 ASと情報を交換する前に、BGPは AS内のルータ間で内部 BGPピアリングを定義し、
IGRPやOSPFなどAS内で稼働する IGPにBGPルーティング情報を再配布して、AS内のネッ
トワークに到達することを確認します。

BGPルーティングプロセスを実行するルータは、通常BGPスピーカーと呼ばれます。BGPは
トランスポートプロトコルとして伝送制御プロトコル（TCP）を使用します（特にポート
179）。ルーティング情報を交換するため相互に TCP接続された 2つの BGPスピーカーを、
ピアまたはネイバーと呼びます。上の図では、ルータ Aと Bが BGPピアで、ルータ Bと C、
ルータ Cと Dも同様です。ルーティング情報は、宛先ネットワークへの完全パスを示す一連
のAS番号です。BGPはこの情報を使用し、ループのない自律システムマップを作成します。

このネットワークの特徴は次のとおりです。

•ルータ Aおよび Bでは EBGPが、ルータ Bおよび Cでは IBGPが稼働しています。EBGP
ピアは直接接続されていますが、IBGPピアは直接接続されていないことに注意してくだ
さい。IGPが稼働し、2つのネイバーが相互に到達するかぎり、IBGPピアを直接接続する
必要はありません。

• AS内のすべての BGPスピーカーは、相互にピア関係を確立する必要があります。つま
り、AS内の BGPスピーカーは、論理的な完全メッシュ型に接続する必要があります。
BGP4は、論理的な完全メッシュに関する要求を軽減する 2つの技術（連合およびルート
リフレクタ）を提供します。

• AS 200は AS 100および AS 300の中継 ASです。つまり、AS 200は AS 100と AS 300間
でパケットを転送するために使用されます。

BGPピアは完全な BGPルーティングテーブルを最初に交換し、差分更新だけを送信します。
BGPピアはキープアライブメッセージ（接続が有効であることを確認）、および通知メッセー
ジ（エラーまたは特殊条件に応答）を交換することもできます。
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BGPの場合、各ルートはネットワーク番号、情報が通過した自律システムのリスト（自律シス
テムパス）、および他のパス属性リストで構成されます。BGPシステムの主な機能は、ASパ
スのリストに関する情報など、ネットワークの到達可能性情報を他の BGPシステムと交換す
ることです。この情報は、ASが接続されているかどうかを判別したり、ルーティングループ
をプルーニングしたり、ASレベルポリシー判断を行うために使用できます。

Cisco IOSが稼働しているルータやデバイスが IBGPルートを選択または使用するのは、ネクス
トホップルータで使用可能なルートがあり、IGPから同期信号を受信している（IGP同期が無
効の場合は除く）場合です。複数のルートが使用可能な場合、BGPは属性値に基づいてパスを
選択します。BGP属性については、「BGP判断属性の設定」の項を参照してください。

BGPバージョン 4ではクラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）がサポートされているた
め、集約ルートを作成してスーパーネットを構築し、ルーティングテーブルのサイズを削減で

きます。CIDRは、BGP内部のネットワーククラスの概念をエミュレートし、IPプレフィック
スのアドバタイズをサポートします。

NSF認識
BGP NSF認識機能は、Network Advantageライセンスで IPv4に対してサポートされます。。
BGPルーティングでこの機能を有効にするには、グレースフルリスタートを有効にする必要
があります。隣接ルータが NSF対応で、この機能が有効になっている場合、レイヤ 3デバイ
スは、ルータに障害が発生してプライマリルートプロセッサ（RP）がバックアップRPによっ
て引き継がれる間、または無停止ソフトウェアアップグレードを行うためにプライマリ RPを
手動でリロードしている間、隣接ルータからパケットを転送し続けます。

BGPルーティングに関する情報
BGPルーティングを有効にするには、BGPルーティングプロセスを確立し、ローカルネット
ワークを定義します。BGPはネイバーとの関係を完全に認識する必要があるため、BGPネイ
バーも指定する必要があります。

BGPは、内部および外部の 2種類のネイバーをサポートします。内部ネイバーは同じ AS内
に、外部ネイバーは異なる AS内にあります。通常の場合、外部ネイバーは相互に隣接し、1
つのサブネットを共有しますが、内部ネイバーは同じ AS内の任意の場所に存在します。

スイッチではプライベート AS番号を使用できます。プライベート AS番号は通常サービスプ
ロバイダによって割り当てられ、ルートが外部ネイバーにアドバタイズされないシステムに設

定されます。プライベート AS番号の範囲は 64512～ 65535です。ASパスからプライベート
AS番号を削除するように外部ネイバーを設定するには、neighbor remove-private-asルータコ
ンフィギュレーションコマンドを使用します。この結果、外部ネイバーにアップデートを渡す

とき、ASパス内にプライベート AS番号が含まれている場合は、これらの番号が削除されま
す。

ASが別のASからさらに別のASにトラフィックを渡す場合は、アドバタイズ対象のルートに
矛盾が存在しないことが重要です。BGPがルートをアドバタイズしてから、ネットワーク内の
すべてのルータが IGPを通してルートを学習した場合、ASは一部のルータがルーティングで
きなかったトラフィックを受信することがあります。このような事態を避けるため、BGPは
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IGPが ASに情報を伝播し、BGPが IGPと同期化されるまで、待機する必要があります。同期
化は、デフォルトで有効に設定されています。ASが特定のASから別のASにトラフィックを
渡さない場合、または自律システム内のすべてのルータで BGPが稼働している場合は、同期
化を無効にし、IGP内で伝送されるルート数を少なくして、BGPがより短時間で収束するよう
にします。

ルーティングポリシーの変更

ピアのルーティングポリシーには、インバウンドまたはアウトバウンドルーティングテーブ

ルアップデートに影響する可能性があるすべての設定が含まれます。BGPネイバーとして定
義された 2台のルータは、BGP接続を形成し、ルーティング情報を交換します。このあとで
BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、またはタイマーを変更する場合、または同様の設定
変更を行う場合は、BGPセッションをリセットし、設定の変更を有効にする必要があります。

リセットには、ハードリセットとソフトリセットの 2種類があります。Cisco IOS Release 12.1
以降では、事前に設定を行わなくても、ソフトリセットを使用できます。事前設定なしにソフ

トリセットを使用するには、両方のBGPピアでソフトルートリフレッシュ機能がサポートさ
れていなければなりません。この機能は、ピアによって TCPセッションが確立されたときに
送信される OPENメッセージに格納されてアドバタイズされます。ソフトリセットを使用す
ると、BGPルータ間でルートリフレッシュ要求およびルーティング情報を動的に交換したり、
それぞれのアウトバウンドルーティングテーブルをあとで再アドバタイズできます。

•ソフトリセットによってネイバーからインバウンドアップデートが生成された場合、こ
のリセットはダイナミックインバウンドソフトリセットといいます。

•ソフトリセットによってネイバーに一連のアップデートが送信された場合、このリセット
はアウトバウンドソフトリセットといいます。

ソフトインバウンドリセットが発生すると、新規インバウンドポリシーが有効になります。

ソフトアウトバウンドリセットが発生すると、BGPセッションがリセットされずに、新規ロー
カルアウトバウンドポリシーが有効になります。アウトバウンドポリシーのリセット中に新

しい一連のアップデートが送信されると、新規インバウンドポリシーも有効になる場合があり

ます。

下の表に、ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点を示します。

表 1 :ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点

欠点利点リセットタイプ

ネイバーから提供された BGP、IP、および
FIBテーブルのプレフィックスが失われま
す。非推奨

メモリオーバーヘッドが発生しません。ハードリセット

インバウンドルーティングテーブルアップ

デートがリセットされない。

ルーティングテーブルアップデートが設定、

保管されません。

発信ソフトリセット
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欠点利点リセットタイプ

両方のBGPルータでルートリフレッシュ機
能をサポートする必要があります（Cisco
IOS Release 12.1以降）。

BGPセッションおよびキャッシュがクリアさ
れません。

ルーティングテーブルアップデートを保管

する必要がなく、メモリオーバーヘッドが発

生しません。

ダイナミックインバウン

ドソフトリセット

BGP判断属性
BGPスピーカーが複数の自律システムから受信したアップデートが、同じ宛先に対して異なる
パスを示している場合、BGPスピーカーはその宛先に到達する最適パスを1つ選択する必要が
あります。選択されたパスは BGPルーティングテーブルに格納され、ネイバーに伝播されま
す。この判断は、アップデートに格納されている属性値、および BGPで設定可能な他の要因
に基づいて行われます。

BGPピアはネイバーASからプレフィックスに対する 2つの EBGPパスを学習するとき、最適
パスを選択して IPルーティングテーブルに挿入します。BGPマルチパスサポートが有効で、
同じネイバー自律システムから複数の EBGPパスを学習する場合、単一の最適パスの代わり
に、複数のパスが IPルーティングテーブルに格納されます。そのあと、パケットスイッチン
グ中に、複数のパス間でパケット単位または宛先単位のロードバランシングが実行されます。

maximum-pathsルータコンフィギュレーションコマンドは、許可されるパス数を制御します。

これらの要因により、BGPが最適パスを選択するために属性を評価する順序が決まります。

1. パスで指定されているネクストホップが到達不能な場合、このアップデートは削除され

ます。BGPネクストホップ属性（ソフトウェアによって自動判別される）は、宛先に到
達するために使用されるネクストホップの IPアドレスです。EBGPの場合、通常このア
ドレスは neighbor remote-as routerルータコンフィギュレーションコマンドで指定され
たネイバーの IPアドレスです。ネクストホップの処理を無効にするには、ルートマップ
または neighbor next-hop-selfルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。

2. 最大の重みのパスを推奨します（シスコ独自のパラメータ）。ウェイト属性はルータに

ローカルであるため、ルーティングアップデートで伝播されません。デフォルトでは、

ルータ送信元のパスに関するウェイト属性は 32768で、それ以外のパスのウェイト属性
は 0です。最大の重みのルートを推奨します。重みを設定するには、アクセスリスト、
ルートマップ、または neighbor weightルータコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

3. ローカルプリファレンス値が最大のルートを推奨します。ローカルプリファレンスは

ルーティングアップデートに含まれ、同じ AS内のルータ間で交換されます。ローカル
初期設定属性のデフォルト値は100です。ローカルプリファレンスを設定するには、bgp
default local-preferenceルータコンフィギュレーションコマンドまたはルートマップを
使用します。

4. ローカルルータ上で稼働する BGPから送信されたルートを推奨します。
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5. ASパスが最短のルートを推奨します。

6. 送信元タイプが最小のルートを推奨します。内部ルートまたは IGPは、EGPによって学
習されたルートよりも小さく、EGPで学習されたルートは、未知の送信元のルートまた
は別の方法で学習されたルートよりも小さくなります。

7. 想定されるすべてのルートについてネイバーASが同じである場合は、MEDメトリック
属性が最小のルートを推奨します。MEDを設定するには、ルートマップまたは
default-metricルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。IBGPピアに送信
されるアップデートには、MEDが含まれます。

8. 内部（IBGP）パスより、外部（EBGP）パスを推奨します。

9. 最も近い IGPネイバー（最小の IGPメトリック）を通って到達できるルートを推奨しま
す。ルータは、AS内の最短の内部パス（BGPのネクストホップへの最短パス）を使用
し、宛先に到達するためです。

10. 次の条件にすべて該当する場合は、このパスのルートを IPルーティングテーブルに挿
入してください。

•最適ルートと目的のルートがともに外部ルートである

•最適ルートと目的のルートの両方が、同じネイバー自律システムからのルートであ
る

• maximum-pathsが有効である

11. マルチパスが有効でない場合は、BGPルータ IDの IPアドレスが最小であるルートを推
奨します。通常、ルータ IDはルータ上の最大の IPアドレスまたはループバック（仮想）
アドレスですが、実装に依存することがあります。

ルートマップ

BGP内でルートマップを使用すると、ルーティング情報を制御、変更したり、ルーティング
ドメイン間でルートを再配布する条件を定義できます。各ルートマップには、ルートマップ

を識別する名前（マップタグ）およびオプションのシーケンス番号が付いています。

BGPフィルタリング
BGPアドバタイズメントをフィルタリングするには、as-path access-listグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドや neighbor filter-listルータコンフィギュレーションコマンドなどの
ASパスフィルタを使用します。neighbor distribute-listルータコンフィギュレーションコマン
ドとアクセスリストを併用することもできます。distribute-listフィルタはネットワーク番号に
適用されます。distribute-listコマンドの詳細については、「ルーティングアップデートのアド
バタイズおよび処理の制御」の項を参照してください。

ネイバー単位でルートマップを使用すると、アップデートをフィルタリングしたり、さまざま

な属性を変更したりできます。ルートマップは、インバウンドアップデートまたはアウトバ
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ウンドアップデートのいずれかに適用できます。ルートマップを渡すルートだけが、アップ

デート内で送信または許可されます。着信および発信の両方のアップデートで、ASパス、コ
ミュニティ、およびネットワーク番号に基づくマッチングがサポートされています。ASパス
のマッチングにはmatch as-path access-listルートマップコマンド、コミュニティに基づくマッ
チングにはmatch community-listルートマップコマンド、ネットワークに基づくマッチングに
は ip access-listグローバルコンフィギュレーションコマンドが必要です。

BGPフィルタリングのプレフィックスリスト
neighbor distribute-listルータコンフィギュレーションコマンドを含む多数のBGPルートフィ
ルタリングコマンドでは、アクセスリストの代わりにプレフィックスリストを使用できます。

プレフィックスリストを使用すると、大規模リストのロードおよび検索パフォーマンスが改善

し、差分更新がサポートされ、コマンドラインインターフェイス（CLI）設定が簡素化され、
柔軟性が増すなどの利点が生じます。

プレフィックスリストによるフィルタリングでは、アクセスリストの照合の場合と同様に、

プレフィックスリストに記載されたプレフィックスとルートのプレフィックスが照合されま

す。一致すると、一致したルートが使用されます。プレフィックスが許可されるか、または拒

否されるかは、次に示すルールに基づいて決定されます。

•空のプレフィックスリストはすべてのプレフィックスを許可します。

•特定のプレフィックスがプレフィックスリストのどのエントリとも一致しなかった場合、
実質的に拒否されたものと見なされます。

•指定されたプレフィックスと一致するエントリがプレフィックスリスト内に複数存在する
場合は、シーケンス番号が最小であるプレフィックスリストエントリが識別されます。

デフォルトでは、シーケンス番号は自動生成され、5ずつ増分します。シーケンス番号の自動
生成を無効にした場合は、エントリごとにシーケンス番号を指定する必要があります。シーケ

ンス番号を指定する場合の増分値に制限はありません。増分値が1の場合は、このリストに追
加エントリを挿入できません。増分値が大きい場合は、値がなくなることがあります。

BGPコミュニティフィルタリング
BGPコミュニティフィルタリングは、COMMUNITIES属性の値に基づいてルーティング情報
の配信を制御する BGPの方法の 1つです。この属性によって、宛先はコミュニティにグルー
プ化され、コミュニティに基づいてルーティング判断が適用されます。この方法を使用する

と、ルーティング情報の配信制御を目的とする BGPスピーカーの設定が簡単になります。

コミュニティは、共通するいくつかの属性を共有する宛先のグループです。各宛先は複数のコ

ミュニティに属します。AS管理者は、宛先が属するコミュニティを定義できます。デフォル
トでは、すべての宛先が一般的なインターネットコミュニティに属します。コミュニティは、

過渡的でグローバルなオプションの属性である、COMMUNITIES属性（1～ 4294967200の数
値）によって識別されます。事前に定義された既知のコミュニティの一部を、次に示します。

• internet：このルートをインターネットコミュニティにアドバタイズします。すべてのルー
タが所属します。
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• no-export：EBGPピアにこのルートをアドバタイズしません。

• no-advertise：どのピア（内部または外部）にもこのルートをアドバタイズしません。

• local-as：ローカルな AS外部のピアにこのルートをアドバタイズしません。

コミュニティに基づき、他のネイバーに許可、送信、配信するルーティング情報を制御できま

す。BGPスピーカーは、ルートを学習、アドバタイズ、または再配布するときに、ルートのコ
ミュニティを設定、追加、または変更します。ルートを集約すると、作成された集約内の

COMMUNITIES属性に、すべての初期ルートの全コミュニティが含まれます。

コミュニティリストを使用すると、ルートマップのmatch句で使用されるコミュニティグルー
プを作成できます。さらに、アクセスリストの場合と同様、一連のコミュニティリストを作

成することもできます。ステートメントは一致が見つかるまでチェックされ、1つのステート
メントが満たされると、テストは終了します。

BGPネイバーおよびピアグループ
通常、BGPネイバーの多くは同じアップデートポリシー（同じアウトバウンドルートマッ
プ、配信リスト、フィルタリスト、アップデート送信元など）を使用して設定されます。アッ

プデートポリシーが同じネイバーをピアグループにまとめると設定が簡単になり、アップデー

トの効率が高まります。多数のピアを設定した場合は、この方法を推奨します。

BGPピアグループを設定するには、ピアグループを作成し、そこにオプションを割り当てて、
ピアグループメンバーとしてネイバーを追加します。ピアグループを設定するには、neighbor
ルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。デフォルトでは、ピアグループメン

バーは remote-as（設定されている場合）、version、update-source、out-route-map、out-filter-list、
out-dist-list、minimum-advertisement-interval、next-hop-selfなど、ピアグループの設定オプショ
ンをすべて継承します。すべてのピアグループメンバーは、ピアグループに対する変更を継

承します。また、アウトバウンドアップデートに影響しないオプションを無効にするように、

メンバーを設定することもできます。

集約ルート

クラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）を使用すると、集約ルート（またはスーパーネッ
ト）を作成して、ルーティングテーブルのサイズを最小化できます。BGP内に集約ルートを
設定するには、集約ルートをBGPに再配布するか、またはBGPルーティングテーブル内に集
約エントリを作成します。BGPテーブル内に特定のエントリがさらに1つまたは複数存在する
場合は、BGPテーブルに集約アドレスが追加されます。

ルーティングドメインコンフェデレーション

IBGPメッシュを削減する方法の1つは、自律システムを複数のサブ自律システムに分割して、
単一の自律システムとして認識される単一の連合にグループ化することです。各自律システム

は内部で完全にメッシュ化されていて、同じコンフェデレーション内の他の自律システムとの

間には数本の接続があります。異なる自律システム内にあるピアではEBGPセッションが使用
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されますが、ルーティング情報は IBGPピアと同様な方法で交換されます。具体的には、ネク
ストホップ、MED、およびローカルプリファレンス情報は維持されます。すべての自律シス
テムで単一の IGPを使用できます。

BGPルートリフレクタ
BGPでは、すべての IBGPスピーカーを完全メッシュ構造にする必要があります。外部ネイ
バーからルートを受信したルータは、そのルートをすべての内部ネイバーにアドバタイズする

必要があります。ルーティング情報のループを防ぐには、すべての IBGPスピーカーを接続す
る必要があります。内部ネイバーは、内部ネイバーから学習されたルートを他の内部ネイバー

に送信しません。

ルートリフレクタを使用すると、学習されたルートをネイバーに渡す場合に他の方法が使用さ

れるため、すべての IBGPスピーカーを完全メッシュ構造にする必要はありません。IBGPピ
アをルートリフレクタに設定すると、その IBGPピアは IBGPによって学習されたルートを一
連の IBGPネイバーに送信するようになります。ルートリフレクタの内部ピアには、クライア
ントピアと非クライアントピア（AS内の他のすべてのルータ）の 2つのグループがありま
す。ルートリフレクタは、これらの 2つのグループ間でルートを反映させます。ルートリフ
レクタおよびクライアントピアは、クラスタを形成します。非クライアントピアは相互に完

全メッシュ構造にする必要がありますが、クライアントピアはその必要はありません。クラス

タ内のクライアントは、そのクラスタ外の IBGPスピーカーと通信しません。

アドバタイズされたルートを受信したルートリフレクタは、ネイバーに応じて、次のいずれか

のアクションを実行します。

•外部 BGPスピーカーからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアに
アドバタイズします。

•非クライアントピアからのルートをすべてのクライアントにアドバタイズします。

•クライアントからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアにアドバタ
イズします。したがって、クライアントを完全メッシュ構造にする必要はありません。

通常、クライアントのクラスタにはルートリフレクタが 1つあり、クラスタはルートリフレ
クタのルータ IDで識別されます。冗長性を高めて、シングルポイントでの障害を回避するに
は、クラスタに複数のルートリフレクタを設定する必要があります。このように設定した場合

は、ルートリフレクタが同じクラスタ内のルートリフレクタからのアップデートを認識でき

るように、クラスタ内のすべてのルートリフレクタに同じクラスタ ID（4バイト）を設定す
る必要があります。クラスタを処理するすべてのルートリフレクタは完全メッシュ構造にし、

一連の同一なクライアントピアおよび非クライアントピアを設定する必要があります。

ルートダンプニング

ルートフラップダンプニングは、インターネットワーク内でフラッピングルートの伝播を最

小化するための BGP機能です。ルートの状態が使用可能、使用不可能、使用可能、使用不可
能という具合に、繰り返し変化する場合、ルートはフラッピングと見なされます。ルートダン

プニングが有効の場合は、フラッピングしているルートにペナルティ値が割り当てられます。
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ルートの累積ペナルティが、設定された制限値に到達すると、ルートが稼働している場合で

あっても、BGPはルートのアドバタイズメントを抑制します。再使用限度は、ペナルティと比
較される設定可能な値です。ペナルティが再使用限度より小さくなると、起動中の抑制された

ルートのアドバタイズメントが再開されます。

IBGPによって取得されたルートには、ダンプニングが適用されません。このポリシーにより、
IBGPピアのペナルティが AS外部のルートよりも大きくなることはありません。

条件付き BGPルートの注入
BGPを通じてアドバタイズされるルートは、通常、使用されるルートの数が最小化され、グ
ローバルルーティングテーブルのサイズが小さくなるように集約されます。しかし、共通の

ルート集約では、より具体的なルーティング情報（より正確であるが、パケットを宛先に転送

するために必要なわけではない）がわかりにくくなってしまいます。ルーティングの精度は、

共通のルート集約により低下します。これは、トポロジ的に大きな領域に広がる複数のアドレ

スやホストを表すプレフィックスを 1つのルートに正確に反映させることはできないからで
す。シスコソフトウェアには、プレフィックスを BGP由来とする方法がいくつか用意されて
います。BGP条件付きルート注入機能の導入以前は、既存の方法として、再配布やnetworkま
たは aggregate-addressコマンドが使用されていました。ただし、これらの方法は、より具体
的なルーティング情報（開始されるルートと一致するもの）がルーティングテーブルまたは

BGPテーブルのいずれかに存在することを前提にしています。

BGPの条件付きルートの注入により、一致するものがなくても、プレフィックスを BGPルー
ティングテーブルにすることができます。この機能を使って、管理ポリシーやトラフィック

エンジニアリング情報に基づいて、より具体的なルートを生成することができます。これによ

り、設定された条件が満たされた場合にだけ BGPルーティングテーブルに注入される、より
具体的なルートへのパケットの転送をさらに厳密に制御できるようになります。この機能を有

効にすると、条件に応じて、あまり具体的ではないプレフィックスにより具体的なプレフィッ

クスを注入または置き換えることにより、共通のルート集約の精度を高めることができるよう

になります。元のプレフィックスと同じ、またはより具体的なプレフィックスだけが注入され

ます。BGP条件付きルート注入を有効にするには、bgp inject-map exist-mapコマンドを使用
します。また、BGP条件付きルート注入では、2つのルートマップ（注入マップと存在マッ
プ）を使用して、1つ（または複数）のより具体的なプレフィックスがBGPルーティングテー
ブルに注入されます。存在マップは、BGPスピーカーが追跡するプレフィックスを指定しま
す。注入マップは、ローカル BGPテーブルで作成され、このテーブルにインストールされる
プレフィックスを定義します。

注入マップおよび存在マップで一致となるプレフィックスはルートマップ句ごとに1つだけで
す。さらにプレフィックスを注入するには、ルートマップ句を追加で設定する必要がありま

す。複数のプレフィックスが使用されている場合は、一致する最初のプレフィックスが使用さ

れます。

（注）
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BGP Peerテンプレート
構成管理など、ピアグループの制約の一部に対応するため、BGPアップデートグループコン
フィギュレーションをサポートする BGPピアテンプレートが導入されました。

ピアテンプレートは、ポリシーを共有するネイバーに適用可能なコンフィギュレーションパ

ターンです。ピアテンプレートは再利用が可能で、継承がサポートされているため、ネット

ワークオペレータはピアテンプレートを使用して、ポリシーを共有している BGPネイバーに
対して異なるネイバーコンフィギュレーションをグループ化し適用できます。また、ネット

ワークオペレータは、別のピアテンプレートからコンフィギュレーションを継承できるとい

うピアテンプレートの機能を使用して、非常に複雑なコンフィギュレーションパターンを定

義できるようになります。

ピアテンプレートには 2種類あります。

•ピアセッションテンプレート。アドレスファミリモードおよび NLRIコンフィギュレー
ションモードすべてに共通する一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーション

をグループ化し、適用するために使用されます。

•ピアポリシーテンプレート。特定のアドレスファミリおよびNLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するため

に使用されます。

ピアテンプレートにより、柔軟性が高まり、ネイバーコンフィギュレーションの機能が強化

されます。また、ピアテンプレートはピアグループコンフィギュレーションに代わるものを

提供し、ピアグループの制約の一部を解決します。ピアテンプレートを使用した BGPピアデ
バイスも、自動アップデートグループコンフィギュレーションの恩恵を受けています。BGP
ピアテンプレートが設定され、BGPダイナミックアップデートピアグループがサポートされ
たことにより、ネットワークオペレータは BGPでピアグループを設定する必要がなくなりま
す。また、ネットワークはコンフィギュレーションの柔軟性が高まり、コンバージェンスが高

速化されたことによる恩恵を受けます。

BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定できませ
ん。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピアテン
プレートからポリシーを継承するように設定します。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。
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ピアテンプレートでの継承

継承機能は、ピアテンプレート操作の重要なコンポーネントです。ピアテンプレートでの継

承は、たとえば、ファイルとディレクトリツリーなど、一般的なコンピューティングで見られ

るノードとツリーの構造に似ています。ピアテンプレートは、別のピアテンプレートから直

接、または間接的にコンフィギュレーションを継承することができます。直接継承されたピア

テンプレートは、構造体のツリーを表します。間接継承されたピアテンプレートはツリーの

ノードを表します。個々のノードもまた継承をサポートしているため、ブランチを作成して、

そこから直接継承されたピアテンプレートすなわちツリーの起点へ連なる全ての間接継承され

たピアテンプレートの設定を適用することができます。

この構造により、ネイバーのグループに通常、再適用されるコンフィギュレーション文を繰り

返す必要がなくなります。これは、共通のコンフィギュレーション文を一度適用しておくと、

その後は共通のコンフィギュレーションを持つネイバーグループに適用されるピアグループ

により間接継承されるからです。ノードとツリー内部の別々の箇所で重複するコンフィギュ

レーション文は、ツリーの起点で直接継承したテンプレートによりフィルタ処理されます。直

接継承されたテンプレートは、重複する間接継承された文を直接継承された文で上書きしま

す。

継承によりネイバーコンフィギュレーションのスケーラビリティと柔軟性がさらに広がり、複

数のピアテンプレートコンフィギュレーションを連ねることで、共通のコンフィギュレーショ

ン文を継承する単純なコンフィギュレーションを作成したり、共通に継承されるコンフィギュ

レーションとともに非常に限定的なコンフィギュレーション文を適用する複雑なコンフィギュ

レーションを作成したりできるようになります。ピアセッションテンプレートおよびピアポ

リシーテンプレートでの継承の設定についての詳細は、これ以降のセクションで説明します。

BGPネイバーが継承したピアテンプレートを使用する場合、特定のテンプレートに関連付け
られているポリシーを判断するのが難しいことがあります。show ip bgptemplate peer-policyコ
マンドに、特定のテンプレートに関連付けられているローカルポリシーおよび継承されたポリ

シーの詳しいコンフィギュレーションを表示するためのキーワード detailが追加されました。

ピアセッションテンプレート

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーションを

グループ化し、セッションコンフィギュレーション要素を共有するネイバーのグループに適用

するために使用されます。異なるアドレスファミリで設定されているネイバーに共通する一般

的なセッションコマンドは、同じピアセッションテンプレートに設定できます。ピアセッ

ションテンプレートの作成と設定は、ピアセッションコンフィギュレーションモードで行い

ます。ピアセッションテンプレートで設定できるのは、一般的なセッションコマンドだけで

す。次の一般的なセッションコマンドは、ピアセッションテンプレートでサポートされてい

ます。

• description

• disable-connected-check

• ebgp-multihop

• exit peer-session
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• inherit peer-session

• local-as

• password

• remote-as

• shutdown

• timers

• translate-update

• update-source

• version

一般的なセッションコマンドをピアセッションで一度設定しておくと、ピアセッションテン

プレートの直接適用、またはピアセッションテンプレートの間接継承によって、多数のネイ

バーに適用できます。ピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションにより、自律

システム内のすべてのネイバーに共通に適用される一般的なセッションコマンドのコンフィ

ギュレーションが簡素化されます。

ピアセッションテンプレートは、直接継承と間接継承をサポートします。一度にピアの設定

に使用できるピアセッションテンプレートは 1つだけです。また、このピアセッションテン
プレートは、間接継承されたピアセッションテンプレートを 1つだけ含むことができます。

1つのピアセッションテンプレートを使って、複数の継承文を設定しようとすると、エラー
メッセージが表示されます。

（注）

この動作により、BGPネイバーは 1つのセッションテンプレートだけを直接継承し、最高 7
個のピアセッションテンプレートを間接継承できます。したがって、1つのネイバーに最高 8
個のピアセッションコンフィギュレーション（直接継承されたピアセッションテンプレート

のコンフィギュレーションと最高 7個の間接継承されたピアセッションテンプレートのコン
フィギュレーション）を適用できます。継承されたピアセッションコンフィギュレーション

は、ブランチの最後のノードが最初に評価されて適用され、ツリーの起点で直接適用されたピ

アセッションテンプレートが最後に適用されます。直接適用されたピアセッションテンプ

レートは、継承されたピアセッションテンプレートコンフィギュレーションよりも優先され

ます。継承されたピアセッションテンプレートで重複するコンフィギュレーション文はすべ

て、直接適用されたピアセッションテンプレートにより上書きされます。したがって、基本

セッションコマンドが異なる値で再び適用される場合は、後の値が優先され、間接継承された

テンプレートに設定されていた前の値は上書きされます。次に、この機能を使用した例を示し

ます。

次の例では、一般セッションコマンド remote-as 1がピアセッションテンプレート
SESSION-TEMPLATE-ONEに適用されます。

template peer-session SESSION-TEMPLATE-ONE
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remote-as 1
exit peer-session

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドだけをサポートします。特定

のアドレスファミリ、または NLRIコンフィギュレーションモードだけのために設定される
BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドは、ピアポリシーテンプレートで設定されま
す。

ピアポリシーテンプレート

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリおよび NLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するために使

用されます。ピアポリシーテンプレートの作成と設定は、ピアポリシーコンフィギュレー

ションモードで行います。特定のアドレスファミリ専用に設定されるBGPポリシーコマンド
は、ピアポリシーテンプレートで設定されます。ピアポリシーテンプレートでは、次のBGP
ポリシーコマンドがサポートされています。

• advertisement-interval

• allowas-in

• as-override

• capability

• default-originate

• distribute-list

• dmzlink-bw

• exit-peer-policy

• filter-list

• inherit peer-policy

• maximum-prefix

• next-hop-self

• next-hop-unchanged

• prefix-list

• remove-private-as

• route-map

• route-reflector-client

• send-community

• send-label

• soft-reconfiguration

• unsuppress-map

BGPの設定
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• weight

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリに属するネイバーに設定される BGP
ポリシーコマンドの設定に使用されます。ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリ

シーテンプレートを一度設定しておくと、直接適用、または継承を通じて、多数のネイバーに

ピアポリシーテンプレートを適用することができます。ピアポリシーテンプレートの設定に

より、自律システム内のすべてのネイバーに適用される BGPポリシーコマンドの設定が簡略
化されます。

ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリシーテンプレートは継承をサポートしていま

す。しかし、多少の違いはあります。直接適用されたピアポリシーテンプレートは、最大 7
つのピアポリシーテンプレートから設定を直接的または間接継承できます。したがって、合

計8つのピアポリシーテンプレートをネイバーまたはネイバーグループに適用できます。ルー
トマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートにはシーケンス番号が設定さ

れます。また、ルートマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートは、最も

低いシーケンス番号を持つ inherit peer-policy文が最初に評価され、最も高いシーケンス番号
のものが最後に評価されます。ただし、ピアポリシーテンプレートはルートマップのように

折りたたむことはできません。シーケンスはすべて評価されます。異なる値を使って、BGPポ
リシーコマンドが再適用された場合は、シーケンス番号の小さいものから順に、前の値がすべ

て上書きされます。

直接適用されたピアポリシーテンプレートと、シーケンス番号が最も大きい inherit peer-policy
文のプライオリティは常に最も高く、最後に適用されます。これ以降のピアテンプレートに再

適用されるコマンドは、必ず、前の値を上書きします。この動作は、個々のポリシーコンフィ

ギュレーションコマンドを繰り返さずとも、共通のポリシーコンフィギュレーションは大規

模なネイバーグループに適用し、特定のポリシーコンフィギュレーションは特定のネイバー

やネイバーグループだけに適用できるように設計されています。

ピアポリシーテンプレートは、ポリシーコンフィギュレーションコマンドだけをサポートし

ます。特定のアドレスファミリ用に設定されるBGPポリシーコンフィギュレーションコマン
ドは、ピアポリシーテンプレートで設定されます。

ピアポリシーテンプレートの設定により、BGP設定が簡略化され、柔軟性が向上します。特
定のポリシーを 1回設定すれば、何回も参照できます。ピアポリシーは最大 8レベルの継承を
サポートするため、非常に具体的で複雑な BGPポリシーも作成できます。

BGPルートマップネクストホップセルフ
BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop
unchanged allpathsの設定を選択的にオーバーライドする方法を提供します。これらの設定はア
ドレスファミリに対してグローバルに適用されます。ルートによっては、これは適切でない場

合があります。たとえば、スタティックルートは、自身をネクストホップとして再配布する

必要がある一方で、接続ルート、および内部ボーダーゲートウェイプロトコル（IBGP）また
は外部ボーダーゲートウェイプロトコル（EBGP）を介して学習されたルートは、引き続きネ
クストホップを変更せずに再配布する場合があります。

BGPの設定
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BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop
unchanged allpaths設定をオーバーライドする新しい ip next-hop self設定を構成できるように、
既存のルートマップインフラストラクチャを変更します。

ip next-hop self設定は、VPNv4および VPNv6アドレスファミリにのみ適用されます。BGP以
外のプロトコルによって配布されるルートは影響を受けません。

新しい bgp route-map priority設定を使用すると、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged
allpathsの設定よりもルートマップが優先されることを BGPに通知できます。bgp route-map
priority設定は、BGPにのみ影響します。bgp next-hop unchangedまたは bgp next-hop unchanged
allpaths設定を構成していない場合、bgp route-map priority設定は効果がありません。

BGPの設定方法
ここでは、BGPの設定について説明します。

BGPのデフォルト設定
下の表に、BGPのデフォルト設定を示します。

表 2 : BGPのデフォルト設定

デフォルト設定機能

無効：未定義集約アドレス

未定義ASパスアクセスリスト

ディセーブル。自動サマリー

•ルータはルートを選択する場合に as-pathを考慮し、外部 BGPピアからの類
似ルートは比較しません。

•ルータ IDの比較：無効

最適パス

•番号：未定義。コミュニティ番号を示す特定の値を許可すると、許可されて
いないその他すべてのコミュニティ番号は、暗黙の拒否にデフォルト設定さ

れます。

•フォーマット：シスコデフォルトフォーマット（32ビット番号）

BGPコミュニティリスト

• ID：未設定

•ピア：識別なし

BGP連合 ID/ピア

有効BGP高速外部フォールオーバー

100。指定できる範囲は 0～4294967295です（大きな値を推奨）。BGPローカル初期設定

BGPの設定
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デフォルト設定機能

指定なし。バックドアルートのアドバタイズなしBGPネットワーク

デフォルトでは、無効です。有効の場合は、次のようになります。

•半減期は 15分

•再使用は 750（10秒増分）

•抑制は 2000（10秒増分）

•最大抑制時間は半減期の 4倍（60分）

BGPルートダンプニング

ループバックインターフェイスに IPアドレスが設定されている場合は、ループ
バックインターフェイスの IPアドレス、またはルータの物理インターフェイスに
対して設定された最大の IPアドレス

BGPルータ ID

ディセーブル。デフォルトの情報送信元（プロト

コルまたはネットワーク再配布）

自動メトリック変換（組み込み）デフォルトメトリック

•外部ルートアドミニストレーティブディスタンス：20（有効値は 1～ 255）

•内部ルートアドミニストレーティブディスタンス：200（有効値は 1～ 255）

•ローカルルートアドミニストレーティブディスタンス：200（有効値は 1～
255）

ディスタンス

•入力（アップデート中に受信されたネットワークをフィルタリング）：無効

•出力（アップデート中のネットワークのアドバタイズを抑制）：無効

ディストリビュートリスト

無効内部ルート再配布

未定義IPプレフィックスリスト

•常に比較：無効。異なる自律システム内のネイバーからのパスに対して、MED
を比較しません。

•最適パスの比較：無効

•最悪パスであるMEDの除外：無効

•決定的なMED比較：無効

Multi Exit Discriminator（MED）

BGPの設定
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デフォルト設定機能

•アドバタイズメントインターバル：外部ピアの場合は30秒、内部ピアの場合
は 5秒

•ロギング変更：有効

•条件付きアドバタイズ：無効

•デフォルト送信元：ネイバーに送信されるデフォルトルートはなし

•説明：なし

•ディストリビュートリスト：未定義

•外部 BGPマルチホップ：直接接続されたネイバーだけを許可

•フィルタリスト：使用しない

•受信したプレフィックスの最大数：制限なし

•ネクストホップ（BGPネイバーのネクストホップとなるルータ）：無効

•パスワード：無効

•ピアグループ：定義なし、割り当てメンバーなし

•プレフィックスリスト：指定なし

•リモート AS（ネイバー BGPテーブルへのエントリ追加）：ピア定義なし

•プライベート AS番号の削除：無効

•ルートマップ：ピアへの適用なし

•コミュニティ属性送信：ネイバーへの送信なし。

•シャットダウンまたはソフト再設定：無効

•タイマー：60秒、ホールドタイム：180秒

•アップデート送信元：最適ローカルアドレス

•バージョン：BGPバージョン 4

•重み：BGPピアによって学習されたルート：0、ローカルルータから取得さ
れたルート：32768

ネイバー

無効にされた NSF認識は、グレースフルリスタートを有効にすることにより、
NetworkAdvantageライセンスを実行するスイッチ上で IPv4に対して有効にできま
す。2。有効な場合、レイヤ 3スイッチでは、ハードウェアやソフトウェアの変更
中に、隣接する NSF対応ルータからのパケットを転送し続けることができます。

NSF1認識

未設定ルートリフレクタ

BGPの設定
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デフォルト設定機能

無効同期化（BGPおよび IGP）

無効テーブルマップアップデート

キープアライブ：60秒、ホールドタイム：180秒タイマー

1 Nonstop Forwarding
2

BGPルーティングの有効化

始める前に

EIGRPを有効にするには、スタンドアロンスイッチまたはアクティブスイッチで Network
Advantageライセンスを実行している必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPルーティングを有効にします。ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

BGPルーティングプロセスを有効にし
て AS番号を割り当て、ルータコン

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

フィギュレーションモードを開始しま

Device(config)# router bgp 45000 す。指定できるAS番号は 1～65535で
す。64512～65535は、プライベート
AS番号専用です。

BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

この ASに対してローカルとなるよう
にネットワークを設定し、BGPテーブ
ルにネットワークを格納します。

network network-number [ mask
network-mask] [ route-map
route-map-name]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# network
10.108.0.0

BGPネイバーテーブルに設定を追加
し、IPアドレスによって識別されるネ

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remote-as number

例：

ステップ 6

イバーが、指定された ASに属するこ
とを示します。

Device(config-router)# neighbor
10.108.1.2 remote-as 65200 EBGPの場合、通常ネイバーは直接接

続されており、IPアドレスは接続のも
う一方の端におけるインターフェイス

のアドレスです。

IBGPの場合、IPアドレスにはルータ
インターフェイス内の任意のアドレス

を指定できます。

（任意）発信ルーティングアップデー

ト内のASパスからプライベートAS番
号を削除します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remove-private-as

例：

ステップ 7

Device(config-router)# neighbor
172.16.2.33 remove-private-as

（任意）BGPと IGPの同期化を有効に
します。

synchronization

例：

ステップ 8

Device(config-router)# synchronization

（任意）自動ネットワークサマライズ

を有効にします。IGPからBGPにサブ
auto-summary

例：

ステップ 9

ネットが再配布された場合、ネット

Device(config-router)# auto-summary ワークルートだけが BGPテーブルに
挿入されます。

（任意）NSF認識をスイッチで有効に
します。NSF認識はデフォルトでは無
効です。

bgp graceful-restart

例：

Device(config-router)# bgp
graceful-start

ステップ 10

BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

Device(config-router)# end

設定を確認します。show ip bgp network network-number

例：

ステップ 12

Device# show ip bgp network 10.108.0.0

NSF認識（グレースフルリスタート）
がネイバーで有効にされていることを

show ip bgp neighbor

例：

ステップ 13

確認します。スイッチおよびネイバー

Device# show ip bgp neighbor でNSF認識が有効になっている場合、
次のメッセージが表示されます。
Graceful Restart Capability: advertised and
received

スイッチでNSF認識が有効になってい
て、ネイバーで有効になっていない場

合、次のメッセージが表示されます。
Graceful Restart Capability: advertised

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

Device# copy running-config
startup-config

ルーティングポリシー変更の管理

BGPピアがルートリフレッシュ機能をサポートするかどうかを学習して、BGPセッションを
リセットするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ネイバーがルートリフレッシュ機能を

サポートするかどうかを表示します。サ

show ip bgp neighbors

例：

ステップ 1

ポートされている場合は、ルータに関す

る次のメッセージが表示されます。Device# show ip bgp neighbors

Received route refresh capability from peer

BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定された接続上でルーティングテー

ブルをリセットします。

clear ip bgp {* | address | peer-group-name}

例：

ステップ 2

•すべての接続をリセットする場合
は、アスタリスク（*）を入力しま
す。

Device# clear ip bgp *

•特定の接続をリセットする場合は、
IPアドレスを入力します。

•ピアグループをリセットする場合
は、ピアグループ名を入力します。

（任意）指定された接続上でインバウン

ドルーティングテーブルをリセットす

clear ip bgp {* | address | peer-group-name}
soft out

例：

ステップ 3

るには、アウトバウンドソフトリセッ

トを実行します。このコマンドは、ルー

Device# clear ip bgp * soft out トリフレッシュがサポートされている

場合に使用してください。

•すべての接続をリセットする場合
は、アスタリスク（*）を入力しま
す。

•特定の接続をリセットする場合は、
IPアドレスを入力します。

•ピアグループをリセットする場合
は、ピアグループ名を入力します。

ルーティングテーブルおよび BGPネイ
バーに関する情報をチェックし、リセッ

トされたことを確認します。

show ip bgp

例：

Device# show ip bgp

ステップ 4

ルーティングテーブルおよび BGPネイ
バーに関する情報をチェックし、リセッ

トされたことを確認します。

show ip bgp neighbors

例：

Device# show ip bgp neighbors

ステップ 5
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BGP判断属性の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを有効にし
て AS番号を割り当て、ルータコン

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

フィギュレーションモードを開始しま

す。Device(config)# router bgp 4500

（任意）ルート選択中に ASパス長を
無視するようにルータを設定します。

bgp best-path as-path ignore

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp bestpath
as-path ignore

（任意）ネクストホップアドレスの代

わりに使用される特定の IPアドレスを
neighbor {ip-address | peer-group-name}
next-hop-self

例：

ステップ 5

入力し、ネイバーへのBGPアップデー
トに関するネクストホップの処理を無

効にします。Device(config-router)# neighbor
10.108.1.1 next-hop-self

（任意）ネイバー接続に重みを割り当

てます。指定できる値は 0～ 65535で
neighbor {ip-address | peer-group-name}
weight weight

例：

ステップ 6

す。最大の重みのルートを推奨しま

す。別のBGPピアから学習されたルー
Device(config-router)# neighbor
172.16.12.1 weight 50

トのデフォルトの重みは 0です。ロー
カルルータから送信されたルートのデ

フォルトの重みは 32768です。

（任意）推奨パスを外部ネイバーに設

定するようにMEDメトリックを設定
default-metric number

例：

ステップ 7

します。MEDを持たないすべてのルー
Device(config-router)# default-metric
300

タも、この値に設定されます。指定で
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目的コマンドまたはアクション

きる範囲は 1～ 4294967295です。最小
値を推奨します。

（任意）MEDがない場合は無限の値が
指定されていると見なし、MED値を持

bgp bestpath med missing-as-worst

例：

ステップ 8

たないパスが最も望ましくないパスに

なるように、スイッチを設定します。Device(config-router)# bgp bestpath
med missing-as-worst

（任意）異なる AS内のネイバーから
のパスに対して、MEDを比較するよう

bgp always-compare med

例：

ステップ 9

にスイッチを設定します。デフォルト

Device(config-router)# bgp
always-compare-med

では、MEDは同じAS内のパス間でだ
け比較されます。

（任意）連合内の異なるサブASによっ
てアドバタイズされたパスから特定の

bgp bestpath med confed

例：

ステップ 10

パスを選択する場合に、MEDを考慮す
るようにスイッチを設定します。Device(config-router)# bgp bestpath

med confed

（任意）同じAS内の異なるピアによっ
てアドバタイズされたルートから選択

bgp deterministic med

例：

ステップ 11

する場合に、MED変数を考慮するよう
にスイッチを設定します。Device(config-router)# bgp

deterministic med

（任意）デフォルトのローカルプリ

ファレンス値を変更します。指定でき

bgp default local-preference value

例：

ステップ 12

る範囲は 0～ 4294967295で、デフォル
Device(config-router)# bgp default
local-preference 200

ト値は 100です。最大のローカルプリ
ファレンス値を推奨します。

（任意）IPルーティングテーブルに追
加するパスの数を設定します。デフォ

maximum-paths number

例：

ステップ 13

ルトでは、最適パスだけがルーティン

Device(config-router)# maximum-paths
8

グテーブルに追加されます。指定でき

る範囲は 1～ 16です。複数の値を指定
すると、パス間のロードバランシング

が可能になります。スイッチソフト

ウェアでは最大 32の等コストルート
が許可されていますが、スイッチハー

ドウェアはルートあたり17パス以上は
使用しません。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 14

Device(config)# end

ルーティングテーブルおよび BGPネ
イバーに関する情報をチェックし、リ

セットされたことを確認します。

show ip bgp

例：

Device# show ip bgp

ステップ 15

ルーティングテーブルおよび BGPネ
イバーに関する情報をチェックし、リ

セットされたことを確認します。

show ip bgp neighbors

例：

Device# show ip bgp neighbors

ステップ 16

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

Device# copy running-config
startup-config

ルートマップによる BGPフィルタリングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルートマップを作成し、ルートマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 3

Device(config)# route-map
set-peer-address permit 10
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネクストホップ処理を無効にす

るようにルートマップを設定します。

set ip next-hop ip-address [...ip-address]
[peer-address]

例：

ステップ 4

•インバウンドルートマップの場合
は、一致するルートのネクストホッ

Device(config)# set ip next-hop
10.1.1.3 プをネイバーピアアドレスに設定

し、サードパーティのネクストホッ

プを上書きします。

• BGPピアのアウトバウンドルート
マップの場合は、ネクストホップ

をローカルルータのピアアドレス

に設定して、ネクストホップ計算

を無効にします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

設定を確認するため、設定されたすべて

のルートマップ、または指定されたルー

トマップだけを表示します。

show route-map [map-name]

例：

Device# show route-map

ステップ 6

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

ネイバーによる BGPフィルタリングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを有効にし
てAS番号を割り当て、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

Device(config)# router bgp 109

ステップ 3

（任意）アクセスリストの指定に従っ

て、ネイバーに対して送受信されるBGP
neighbor {ip-address | peer-group name}
distribute-list {access-list-number | name}
{in | out}

ステップ 4

ルーティングアップデートをフィルタ

リングします。例：

Device(config-router)# neighbor
172.16.4.1 distribute-list 39 in

neighbor prefix-listルータコ
ンフィギュレーションコマ

ンドを使用して、アップ

デートをフィルタリングす

ることもできますが、両方

のコマンドを使用して同じ

BGPピアを設定することは
できません。

（注）

（任意）ルートマップを適用し、着信

または発信ルートをフィルタリングしま

す。

neighbor {ip-address | peer-group name}
route-map map-tag {in | out}

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor
172.16.70.24 route-map internal-map in

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Device# copy running-config
startup-config

アクセスリストおよびネイバーによる BGPフィルタリングの設定
BGP自律システムパスに基づいて着信および発信の両方のアップデートにアクセスリスト
フィルタを指定して、フィルタリングすることもできます。各フィルタは、正規表現を使用す

るアクセスリストです。この方法を使用するには、自律システムパスのアクセスリストを定

義し、特定のネイバーとの間のアップデートに適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGP-relatedアクセスリストを定義しま
す。

ip as-path access-list access-list-number
{permit | deny} as-regular-expressions

例：

ステップ 3

Device(config)# ip as-path access-list
1 deny _65535_

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 110

アクセスリストに基づいて、BGPフィ
ルタを確立します。

neighbor {ip-address | peer-group name}
filter-list {access-list-number | name} {in |
out | weight weight}

ステップ 5

例：

Device(config-router)# neighbor
172.16.1.1 filter-list 1 out
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors [ paths
regular-expression]

ステップ 7

例：

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config
startup-config

BGPフィルタリング用のプレフィックスリストの設定
コンフィギュレーションエントリを削除する場合は、シーケンス番号を指定する必要はありま

せん。Showコマンドの出力には、シーケンス番号が含まれます。

コマンド内でプレフィックスリストを使用する場合は、あらかじめプレフィックスリストを

設定しておく必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

一致条件に合わせてアクセスを denyま
たは permitするプレフィックスリスト

ip prefix-list list-name [ seq seq-value] deny
| permit network/len [ ge ge-value] [ le
le-value]

ステップ 3

を作成します。シーケンス番号を指定す

例： ることもできます。少なくとも 1つの
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目的コマンドまたはアクション

permitまたは deny句を入力する必要が
あります。

Device(config)# ip prefix-list BLUE
permit 172.16.1.0/24

• network/lenは、ネットワーク番号お
よびネットワークマスクの長さ

（ビット単位）です。

•（任意）geおよび leの値は、一致
させるプレフィックス長を指定しま

す。指定する ge-valueおよび
le-valueは次の条件を満たしている
必要があります。len < ge-value <
le-value < 32

（任意）プレフィックスリストにエン

トリを追加し、そのエントリにシーケン

ス番号を割り当てます。

ip prefix-list list-name seq seq-value deny
| permit network/len [ ge ge-value] [ le
le-value]

例：

ステップ 4

Device(config)# ip prefix-list BLUE
seq 10 permit 172.24.1.0/24

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

プレフィックスリストまたはプレフィッ

クスリストエントリに関する情報を表

示して、設定を確認します。

show ip prefix list [detail | summary] name
[network/len] [ seq seq-num] [longer]
[first-match]

例：

ステップ 6

Device# show ip prefix list summary
test

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config
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BGPコミュニティフィルタリングの設定
デフォルトでは、COMMUNITIES属性はネイバーに送信されません。COMMUNITIES属性が
特定の IPアドレスのネイバーに送信されるように指定するには、neighbor send-community
ルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

コミュニティリストを作成し、番号を

割り当てます。

ip community-list community-list-number
{permit | deny} community-number

例：

ステップ 3

• community-list-numberは 1～ 99の
整数です。この値は、コミュニ

Device(config)# ip community-list 1
permit 50000:10 ティの 1つ以上の許可または拒否

グループを識別します。

• community-numberは、set
communityルートマップコンフィ
ギュレーションコマンドで設定さ

れる番号です。

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 108

この IPアドレスのネイバーに送信する
COMMUNITIES属性を指定します。

neighbor {ip-address | peer-group name}
send-community

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor
172.16.70.23 send-community

（任意）ルートマップで指定された標

準または拡張コミュニティリストと一

set comm-list list-num delete

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

致する着信または発信アップデートの

コミュニティ属性から、コミュニティ

を削除します。

Device(config-router)# set comm-list
500 delete

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

（任意）AA:NNの形式で、BGPコミュ
ニティを表示、解析します。

ip bgp-community new-format

例：

ステップ 8

BGPコミュニティは、2つの部分から
なる 2バイト長形式で表示されます。Device(config)# ip bgp-community new

format
シスコのデフォルトのコミュニティ形

式は、NNAAです。BGPに関する最新
の RFCでは、コミュニティは AA:NN
の形式をとります。最初の部分は AS
番号で、その次の部分は 2バイトの数
値です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp community

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp community

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config
startup-config

BGPネイバーおよびピアグループの設定
各ネイバーに設定オプションを割り当てるには、ネイバーの IPアドレスを使用し、次に示す
ルータコンフィギュレーションコマンドのいずれかを指定します。ピアグループにオプショ

ンを割り当てるには、ピアグループ名を使用し、いずれかのコマンドを指定します。neighbor
shutdownルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、コンフィギュレーション情報
を削除せずに、BGPピア、またはピアグループを削除することができます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-systemステップ 3

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-groupステップ 4

BGPネイバーをピアグループのメンバ
にします。

neighbor ip-address peer-group
peer-group-name

ステップ 5

BGPネイバーを指定します。remote-as
numberを使用してピアグループが設定

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remote-as number

ステップ 6

されていない場合は、このコマンドを

使用し、EBGPネイバーを含むピアグ
ループを作成します。指定できる範囲

は 1～ 65535です。

（任意）ネイバーに説明を関連付けま

す。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
description text

ステップ 7

（任意）BGPスピーカー（ローカル
ルータ）にネイバーへのデフォルト

neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [ route-map map-name]

ステップ 8

ルート 0.0.0.0の送信を許可して、この
ルートがデフォルトルートとして使用

されるようにします。

（任意）この IPアドレスのネイバーに
送信するCOMMUNITIES属性を指定し
ます。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community

ステップ 9

（任意）内部BGPセッションに、TCP
接続に関するすべての操作インター

フェイスの使用を許可します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
update-source interface

ステップ 10

（任意）ネイバーがセグメントに直接

接続されていない場合でも、BGPセッ
neighbor {ip-address | peer-group-name}
ebgp-multihop

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

ションを使用可能にします。マルチ

ホップピアアドレスへの唯一のルート

がデフォルトルート（0.0.0.0）の場
合、マルチホップセッションは確立さ

れません。

（任意）ローカル ASとして使用する
AS番号を指定します。指定できる範囲
は 1～ 65535です。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
local-as number

ステップ 12

（任意）BGPルーティングアップデー
トを送信する最小インターバルを設定

します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
advertisement-interval seconds

ステップ 13

（任意）ネイバーから受信できるプレ

フィックス数を制御します。指定でき

neighbor {ip-address | peer-group-name}
maximum-prefix maximum [threshold]

ステップ 14

る範囲は 1～ 4294967295です。
threshold（任意）は、警告メッセージ
が生成される基準となる最大値（パー

センテージ）です。デフォルトは 75%
です。

（任意）ネイバー宛ての BGPアップ
デートに関して、ネクストホップでの

処理を無効にします。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
next-hop-self

ステップ 15

（任意）TCP接続でのMD5認証をBGP
ピアに設定します。両方のBGPピアに

neighbor {ip-address | peer-group-name}
password string

ステップ 16

同じパスワードを設定する必要があり

ます。そうしないと、BGPピア間に接
続が作成されません。

（任意）着信または発信ルートにルー

トマップを適用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
route-map map-name {in | out}

ステップ 17

（任意）この IPアドレスのネイバーに
送信するCOMMUNITIES属性を指定し
ます。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community

ステップ 18

（任意）ネイバーまたはピアグループ

用のタイマーを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
timers keepalive holdtime

ステップ 19

• keepaliveインターバルは、キープ
アライブメッセージがピアに送信

される間隔です。指定できる範囲
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目的コマンドまたはアクション

は 1～ 4294967295秒です。デフォ
ルト値は 60秒です。

• holdtimeは、キープアライブメッ
セージを受信しなかった場合、ピ

アが非アクティブと宣言されるま

でのインターバルです。指定でき

る範囲は 1～ 4294967295秒です。
デフォルト値は 180秒です。

（任意）ネイバーからのすべてのルー

トに関する重みを指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
weight weight

ステップ 20

（任意）アクセスリストの指定に従っ

て、ネイバーに対して送受信される

neighbor {ip-address | peer-group-name}
distribute-list {access-list-number | name}
{in | out}

ステップ 21

BGPルーティングアップデートをフィ
ルタリングします。

（任意）BGPフィルタを確立します。neighbor {ip-address | peer-group-name}
filter-list access-list-number {in | out |
weight weight}

ステップ 22

（任意）ネイバーと通信するときに使

用するBGPバージョンを指定します。
neighbor {ip-address | peer-group-name}
version value

ステップ 23

（任意）受信したアップデートのスト

アを開始するようにソフトウェアを設

定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
soft-reconfiguration inbound

ステップ 24

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 25

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighborsステップ 26

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 27

Device# copy running-config
startup-config
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ルーティングテーブルでの集約アドレスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 106

BGPルーティングテーブル内に集約エ
ントリを作成します。集約ルートはAS

aggregate-address address mask

例：

ステップ 4

からのルートとしてアドバタイズされ

Device(config-router)#
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0

ます。情報が失われた可能性があるこ

とを示すため、アトミック集約属性が

設定されます。

（任意）AS設定パス情報を生成しま
す。このコマンドは、この前のコマン

aggregate-address address mask as-set

例：

ステップ 5

ドと同じルールに従う集約エントリを

Device(config-router)# 作成します。ただし、アドバタイズさ
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
as-set

れるパスは、すべてのパスに含まれる

全要素で構成される AS_SETです。多
くのパスを集約するときは、このキー

ワードを使用しないでください。この

ルートは絶えず取り消され、アップ

デートされます。

（任意）サマリーアドレスだけをアド

バタイズします。

aggregate-address address-mask
summary-only

例：

ステップ 6

Device(config-router)#
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
summary-only
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目的コマンドまたはアクション

（任意）選択された、より具体的な

ルートを抑制します。

aggregate-address address mask
suppress-map map-name

例：

ステップ 7

Device(config-router)#
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
suppress-map map1

（任意）ルートマップによって指定さ

れた設定に基づいて集約を生成しま

す。

aggregate-address address mask
advertise-map map-name

例：

ステップ 8

Device(config-router)#
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
advertise-map map2

（任意）ルートマップで指定された属

性を持つ集約を生成します。

aggregate-address address mask
attribute-map map-name

例：

ステップ 9

Device(config-router)#
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
attribute-map map3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors
[advertised-routes]

ステップ 11

例：

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 12

Device# copy running-config
startup-config

ルーティングドメイン連合の設定

自律システムのグループの自律システム番号として機能する連合 IDを指定する必要がありま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

BGP連合 IDを設定します。bgp confederation identifier
autonomous-system

ステップ 4

例：

Device(config)# bgp confederation
identifier 50007

連合に属する AS、および特殊な EBGP
ピアとして処理するASを指定します。

bgp confederation peers
autonomous-system [autonomous-system ...]

例：

ステップ 5

Device(config)# bgp confederation peers
51000 51001 51002

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbor

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbor

設定を確認します。show ip bgp network

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp network
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config
startup-config

BGPルートリフレクタの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101

ローカルルータをBGPルートリフレク
タとして、指定されたネイバーをクライ

アントとして、それぞれ設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
route-reflector-client

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor
172.16.70.24 route-reflector-client

（任意）クラスタに複数のルートリフ

レクタが存在する場合、クラスタ IDを
設定します。

bgp cluster-id cluster-id

例：

Device(config-router)# bgp cluster-id
10.0.1.2

ステップ 5

（任意）クライアント間のルート反映を

無効にします。デフォルトでは、ルート

no bgp client-to-client reflection

例：

ステップ 6

リフレクタクライアントからのルート
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# no bgp
client-to-client reflection

は、他のクライアントに反映されます。

ただし、クライアントが完全メッシュ構

造の場合、ルートリフレクタはルート

をクライアントに反映させる必要があり

ません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config)# end

設定を確認します。送信元 IDおよびク
ラスタリスト属性を表示します。

show ip bgp

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config
startup-config

ルートダンプニングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100
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目的コマンドまたはアクション

BGPルートダンプニングを有効にしま
す。

bgp dampening

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp dampening

（任意）ルートダンプニング係数のデ

フォルト値を変更します。

bgp dampening half-life reuse suppress
max-suppress [ route-map map]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# bgp dampening
30 1500 10000 120

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

（任意）フラッピングしているすべて

のパスのフラップを監視します。ルー

show ip bgp flap-statistics [{ regexp
regexp} | { filter-list list} | {address mask
[longer-prefix]}]

ステップ 7

トの抑制が終了し、安定状態になる

と、統計情報が削除されます。例：

Device# show ip bgp flap-statistics

（任意）抑制されるまでの時間を含め

て、ダンプニングされたルートを表示

します。

show ip bgp dampened-paths

例：

Device# show pi bgp dampened-paths

ステップ 8

（任意）BGPフラップ統計情報を消去
して、ルートがダンプニングされる可

能性を小さくします。

clear ip bgp flap-statistics [{ regexp
regexp} | { filter-list list} | {address mask
[longer-prefix]}

例：

ステップ 9

Device# clear ip bgp flap-statistics

（任意）ルートダンプニング情報を消

去して、ルートの抑制を解除します。

clear ip bgp dampening

例：

ステップ 10

Device# clear ip bgp dampening

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config
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目的コマンドまたはアクション

startup-config

BGPルートの条件付き注入
標準のルート集約を通じて選択された具体性にかけるプレフィックスではなく、より具体的な

プレフィックスを BGPルーティングテーブルに注入するには、この作業を実行します。より
具体的なプレフィックスを使用すると、集約されたルートを使う場合よりも、よりきめ細かな

トラフィックエンジニアリングや管理制御を行うことができます。

始める前に

この作業は、BGPピアに対して、IGPがすでに設定されていることを前提にしています。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルー

タコンフィギュレーションモードを開

始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 40000

ステップ 3

条件付きルート注入のために、注入

マップと存在マップを指定します。

bgp inject-map inject-map-name
exist-map exist-map-name
[copy-attributes]

ステップ 4

•注入したルートが集約ルートの属
性を継承することを指定するに例：

Device(config-router)# bgp inject-map
ORIGINATE exist-map LEARNED_PATH

は、copy-attributesキーワードを
使用します。

ルータコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップを設定し、ルートマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 6

Device(config)# route-map LEARNED_PATH
permit 10

より具体的なルートの注入先となる集

約ルートを指定します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...]
| access-list-name [access-list-number... |

ステップ 7

•この例では、ルートのソースの再
配布に、プレフィックスリスト

SOURCEが使用されています。

access-list-name] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name...]}

例：

Device(config-route-map)# match ip
address prefix-list SOURCE

ルートのソースを再配布するための一

致条件を指定します。

match ip route-source {access-list-number
| access-list-name} [access-list-number...|
access-list-name...]

ステップ 8

•この例では、ルートのソースの再
配布に、プレフィックスリスト例：

Device(config-route-map)# match ip
route-source prefix-list ROUTE_SOURCE

ROUTE_SOURCEが使用されてい
ます。

ルートソースは、neighbor
remote-asコマンドで設定
されたネイバーアドレスで

す。より具体的なルートの

注入先とな注入る集約ルー

トを指定します。

（注）

ルートマップコンフィギュレーション

モードを終了して、グローバルコン

exit

例：

ステップ 9

フィギュレーションモードを開始しま

す。Device(config-route-map)# exit

ルートマップを設定し、ルートマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 10

Device(config)# route-map ORIGINATE
permit 10

注入されるルートを指定します。set ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...]

ステップ 11

BGPの設定
43

BGPの設定

BGPルートの条件付き注入



目的コマンドまたはアクション

この例では、ルートのソースの再配布

に、プレフィックスリスト

originated_routesが使用されています。

| access-list-name [access-list-number... |
access-list-name] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name...]}

例：

Device(config-route-map)# set ip
address prefix-list ORIGINATED_ROUTES

注入されたルートのBGPコミュニティ
属性を設定します。

set community {community-number
[additive] [well-known-community] | none}

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# set
community 14616:555 additive

ルートマップコンフィギュレーション

モードを終了して、グローバルコン

exit

例：

ステップ 13

フィギュレーションモードを開始しま

す。Device(config-route-map)# exit

プレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [seq seq-value]
{deny network/length | permit
network/length} [ge ge-value] [le le-value]

ステップ 14

この例では、プレフィックスリスト

SOURCEは、ネットワーク 10.1.1.0/24
例： からのルートを許可するように設定さ

れています。
Device(config)# ip prefix-list SOURCE
permit 10.1.1.0/24

--作成される各プレフィックスリストに

ついて、ステップ14を繰り返します。
ステップ 15

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 16

（任意）注入されたパスに関する情報

を表示します。

show ip bgp injected-paths

例：

ステップ 17

Device# show ip bgp injected-paths

ピアセッションテンプレートの設定

次の作業では、ピアセッションテンプレートを作成し、設定します。
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基本的なピアセッションテンプレートの設定

一般的な BGPルーティングセッションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアセッションテンプレートを作
成するには、この作業を実行します。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアセッションテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアセッションテンプレートが直接継承できるセッションテンプレートは1つだけです。
また、継承されたセッションテンプレートはそれぞれ、間接継承されたセッションテン

プレートを1つ含むことができます。したがって、ネイバー、またはネイバーグループの
設定には、直接適用されたピアセッションテンプレートを 1個だけと、間接継承された
ピアセッションテンプレートを 7個使用できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 101

ステップ 3

セッションテンプレートコンフィギュ

レーションモードを開始して、ピア

セッションテンプレートを作成します。

template peer-session
session-template-name

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# template
peer-session INTERNAL-BGP

（任意）指定された自律システムでリ

モートネイバーとのピアリングを設定

します。

remote-as autonomous-system-number

例：

Device(config-router-stmp)# remote-as
202

ステップ 5

ここでは、サポートされて

いる一般セッションコマン

ドならどれでも使用できま

す。サポートされているコ

マンドの一覧については、

「制限事項」の項を参照し

てください。

（注）

（任意）BGPキープアライブとホール
ドタイマーを設定します。

timers keepalive-interval hold-time

例：

ステップ 6

ホールドタイムは、少なくともキープ

アライブタイムの 2倍の長さが必要で
す。

Device(config-router-stmp)# timers 30
300

ここでは、サポートされて

いる一般セッションコマン

ドならどれでも使用できま

す。サポートされているコ

マンドの一覧については、

「制限事項」の項を参照し

てください。

（注）

セッションテンプレートコンフィギュ

レーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 7

ローカルに設定されたピアセッション

テンプレートを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 8

session-template-name引数を使用して、
ピアポリシーテンプレートが 1つだけ

Device# show ip bgp template
peer-session 表示されるように、出力をフィルタ処理

できます。また、このコマンドは、標準

出力修飾子すべてをサポートしていま

す。
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inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレートの継承を
設定します。これは、ピアセッションテンプレートを作成、設定し、別のピアセッションテ

ンプレートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 101

ステップ 3

セッションテンプレートコンフィギュ

レーションモードを開始して、ピア

セッションテンプレートを作成します。

template peer-session
session-template-name

例：

ステップ 4

Device(config-router)# template
peer-session CORE1

（任意）説明を設定します。description text-string

例：

ステップ 5

text-stringには最大80文字を使用できま
す。

Device(config-router-stmp)# description
CORE-123 ここでは、サポートされて

いる一般セッションコマン

ドならどれでも使用できま

す。サポートされているコ

マンドの一覧については、

「制限事項」の項を参照し

てください。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルーティングテーブルアップ

デートを受信するための特定のソース、

update-source interface-type
interface-number

例：

ステップ 6

またはインターフェイスを選択するよう

にルータを設定します。

Device(config-router-stmp)#
update-source loopback 1 この例では、ループバックインターフェ

イスを使用します。このコンフィギュ

レーションの利点は、ループバックイ

ンターフェイスはフラッピングしている

インターフェイスの影響を受けにくいと

ころにあります。

ここでは、サポートされて

いる一般セッションコマン

ドならどれでも使用できま

す。サポートされているコ

マンドの一覧については、

「制限事項」の項を参照し

てください。

（注）

別のピアセッションテンプレートのコ

ンフィギュレーションを継承するよう

inherit peer-session session-template-name

例：

ステップ 7

に、このピアセッションテンプレート

を設定します。Device(config-router-stmp)# inherit
peer-session INTERNAL-BGP

この例では、INTERNAL-BGPからコン
フィギュレーションを継承するようにピ

アセッションテンプレートを設定して

います。このテンプレートはネイバーに

適用可能で、コンフィギュレーション

INTERNAL-BGPは間接的に適用されま
す。その他のピアセッションテンプ

レートは直接適用できません。ただし、

直接継承されたテンプレートは最高7個
の間接継承されたピアセッションテン

プレートを持つことができます。

セッションテンプレートコンフィギュ

レーションモードを終了して、特権

EXECモードを開始します。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 8

ローカルに設定されたピアセッション

テンプレートを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

オプションの session-template-name引数
を使用して、ピアポリシーテンプレー

Device# show ip bgp template
peer-session

トが1つだけ表示されるように、出力を
フィルタ処理できます。また、このコマ

ンドは、標準出力修飾子すべてをサポー

トしています。

neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の
設定

この作業では、neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレー
トをネイバーに送信し、指定されたピアセッションテンプレートからコンフィギュレーショ

ンを継承させるようにデバイスを設定します。次の手順に従って、ピアセッションテンプレー

トコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 101

ステップ 3

指定されたネイバーを使ってピアリング

セッションを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

手順 5の neighbor inherit文を動作させる
には、remote-as文を明示的に使用する

Device(config-router)# neighbor
172.16.0.1 remote-as 202 必要があります。ピアリングが設定され

ていない場合、手順5で指定されたネイ
バーはセッションテンプレートを受け

付けません。
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目的コマンドまたはアクション

ネイバーがコンフィギュレーションを継

承できるように、このネイバーにピア

セッションテンプレートを送信します。

neighbor ip-address inherit peer-session
session-template-name

例：

ステップ 5

この例では、ピアセッションテンプ

レート CORE1を 172.16.0.1ネイバーに
Device(config-router)# neighbor
172.16.0.1 inherit peer-session CORE1

送信し、継承させるようにデバイスを設

定しています。このテンプレートはネイ

バーに適用できます。また、別のピア

セッションテンプレートがCORE1で間
接継承された場合、間接継承されたコン

フィギュレーションも適用されます。そ

の他のピアセッションテンプレートは

直接適用できません。ただし、直接継承

されたテンプレートも、さらに最高7個
の間接継承されたピアセッションテン

プレートを継承することができます。

ルータコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始
します。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 6

ローカルに設定されたピアセッション

テンプレートを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 7

オプションの session-template-name引数
を使用して、ピアポリシーテンプレー

Device# show ip bgp template
peer-session トが1つだけ表示されるように、出力を

フィルタ処理できます。また、このコマ

ンドは、標準出力修飾子すべてをサポー

トしています。

ピアポリシーテンプレートの設定

次の作業では、ピアポリシーテンプレートを作成し、設定します。

基本的なピアポリシーテンプレートの設定

BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアポリシーテンプレートを作成
するには、この作業を実行します。
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ステップ5～7のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

ポリシーテンプレートコンフィギュ

レーションモードを開始し、ピアポリ

シーテンプレートを作成します。

template peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 4

Device(config-router)# template
peer-policy GLOBAL

（任意）このピアがネイバーから受け入

れるプレフィックスの最大数を設定しま

す。

maximum-prefix prefix-limit [threshold]
[restart restart-interval | warning-only]

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-ptmp)#
maximum-prefix 10000

ここでは、サポートされて

いるBGPポリシーコンフィ
ギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。

サポートされているコマン

ドの一覧については、「ピ

アポリシーテンプレート」

の項を参照してください。

（注）

（任意）このネイバーから送信される

ルートのデフォルトの重みを設定しま

す。

weight weight-value

例：

Device(config-router-ptmp)# weight 300

ステップ 6

ここでは、サポートされて

いるBGPポリシーコンフィ
ギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。

サポートされているコマン

ドの一覧については、「ピ

アポリシーテンプレート」

の項を参照してください。

（注）

（任意）ルータにより受信、またはルー

タから送信されるプレフィックスをフィ

ルタします。

prefix-list prefix-list-name {in | out}

例：

Device(config-router-ptmp)# prefix-list
NO-MARKETING in

ステップ 7

この例のプレフィックスリストは、イ

ンバウンド内部アドレスをフィルタしま

す。

ここでは、サポートされて

いるBGPポリシーコンフィ
ギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。

サポートされているコマン

ドの一覧については、「ピ

アポリシーテンプレート」

の項を参照してください。

（注）

ポリシーテンプレートコンフィギュ

レーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-ptmp)# end

ステップ 8
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inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレートの継承を設
定します。これは、ピアポリシーテンプレートを作成、設定し、別のピアポリシーテンプ

レートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

ステップ5と6のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

ポリシーテンプレートコンフィギュ

レーションモードを開始し、ピアポリ

シーテンプレートを作成します。

template peer-policy policy-template-name

例：

Device(config-router)# template
peer-policy NETWORK1

ステップ 4

（任意）指定されたルートマップをイ

ンバウンドルート、またはアウトバウ

ンドルートに適用します。

route-map map-name {in| out}

例：

Device(config-router-ptmp)# route-map
ROUTE in

ステップ 5

ここでは、サポートされて

いるBGPポリシーコンフィ
ギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。

（注）

別のピアポリシーテンプレートのコン

フィギュレーションを継承するように、

inherit peer-policy policy-template-name
sequence-number

例：

ステップ 6

BGPの設定
53

BGPの設定

inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定



目的コマンドまたはアクション

このピアポリシーテンプレートを設定

します。
Device(config-router-ptmp)# inherit
peer-policy GLOBAL 10

• sequence-number引数は、ピアポリ
シーテンプレートの評価順序を設

定します。ルートマップのシーケ

ンス番号と同様、最も小さいシーケ

ンス番号が最初に評価されます。

•この例では、GLOBALからコンフィ
ギュレーションを継承するようにピ

アポリシーテンプレートを設定し

ています。これらの手順で作成され

たテンプレートをネイバーに適用す

ると、コンフィギュレーション

GLOBALも間接継承され、適用さ
れます。GLOBALからはさらに最
高 6個のピアポリシーテンプレー
トが間接継承され、合計8個のピア
ポリシーテンプレートが直接適用、

および間接継承されます。

•他のテンプレートで、これより小さ
いシーケンス番号が設定されていな

ければ、この例のこのテンプレート

が最初に評価されます。

ポリシーテンプレートコンフィギュ

レーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-ptmp)# end

ステップ 7

ローカルに設定されたピアポリシーテ

ンプレートを表示します。

show ip bgp template peer-policy
[policy-template-name[detail]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用し
て、ピアポリシーテンプレートが

Device# show ip bgp template
peer-policy NETWORK1 detail 1つだけ表示されるように、出力を

フィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべて

をサポートしています。

•詳細なポリシー情報を表示するに
は、detailキーワードを使用しま
す。
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例

次の例は、show ip bgp template peer-policyコマンドに detailキーワードを付けた場合
の出力で、NETWORK1というポリシーの詳細が表示されています。この例の出力か
らは、GLOBALテンプレートが継承されたことがわかります。ルートマップおよびプ
レフィックスリストコンフィギュレーションの詳細も表示されています。

Device# show ip bgp template peer-policy NETWORK1 detail
Template:NETWORK1, index:2.
Local policies:0x1, Inherited polices:0x80840
This template inherits:
GLOBAL, index:1, seq_no:10, flags:0x1

Locally configured policies:
route-map ROUTE in

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in
weight 300
maximum-prefix 10000
Template:NETWORK1 <detail>
Locally configured policies:
route-map ROUTE in

route-map ROUTE, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address prefix-lists: DEFAULT

ip prefix-list DEFAULT: 1 entries
seq 5 permit 10.1.1.0/24
Set clauses:
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in

ip prefix-list NO-MARKETING: 1 entries
seq 5 deny 10.2.2.0/24

neighbor inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業では、neighbor inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレートを
ネイバーに送信し、継承させるようにデバイスを設定します。次の手順に従って、ピアポリ

シーテンプレートコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

BGPネイバーが複数レベルのピアテンプレートを使用する場合、ネイバーに適用されている
ポリシーを判断するのが難しいことがあります。show ip bgp neighborsコマンドの policyおよ
び detailキーワードは、指定されたネイバーに継承されたポリシーおよび直接設定されたポリ
シーを表示します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場

合）。
Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

指定されたネイバーを使ってピアリング

セッションを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•手順 6の neighbor inherit文を動作
させるには、remote-as文を明示的

Device(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 40000 に使用する必要があります。ピアリ

ングが設定されていない場合、手順

6で指定されたネイバーはセッショ
ンテンプレートを受け付けません。

アドレスファミリ固有のコマンドコン

フィギュレーションを使用するようにネ

address-family ipv4 [multicast | unicast
| vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

イバーを設定するために、アドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードを

開始します。Device(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ネイバーが設定を継承できるように、ピ

アポリシーテンプレートをこのネイ

バーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 6

この例では、ピアポリシーテンプレー

トGLOBALを 192.168.1.2ネイバーに送
Device(config-router-af)# neighbor
192.168.1.2 inherit peer-policy GLOBAL

信し、継承させるようにルータを設定し

ています。このテンプレートはネイバー

に適用できます。また、別のピアポリ

シーテンプレートがGLOBALから間接
継承された場合、間接継承されたコン

フィギュレーションも適用されます。

GLOBALからは、さらに最高 7個のピ
アポリシーテンプレートを間接継承で

きます。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 7

ローカルに設定されたピアポリシーテ

ンプレートを表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address[policy
[detail]]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用し
て、ピアポリシーテンプレートが

Device# show ip bgp neighbors
192.168.1.2 policy 1つだけ表示されるように、出力を

フィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべて

をサポートしています。

•このネイバーに適用されているポリ
シーをアドレスファミリごとに表

示するには、policyキーワードを使
用します。

•詳細なポリシー情報を表示するに
は、detailキーワードを使用しま
す。

例

次の出力例に表示されているのは、192.168.1.2にあるネイバーに適用されたポリシー
です。この出力には、継承されたポリシーと、このネイバーデバイスで設定されたポ

リシーの両方が表示されています。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピ

アポリシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy
Neighbor: 192.168.1.2, Address-Family: IPv4 Unicast
Locally configured policies:
route-map ROUTE in
Inherited polices:
prefix-list NO-MARKETING in
route-map ROUTE in
weight 300
maximum-prefix 10000

BGPルートマップの next-hop selfの設定
ip next-hop self設定を追加し、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop unchanged allpaths設
定をオーバーライドして、既存のルートマップを変更するには、この作業を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルーティングプロトコル間でルートを

再配布する条件を定義し、ルートマッ

route-map map-tag permit
sequence-number

例：

ステップ 3

プコンフィギュレーションモードを開

始します。

Device(config)# route-map
static-nexthop-rewrite permit 10

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced
Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）の外部ルートを照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match
source-protocol static

ステップ 4

自身をネクストホップとするように

ローカルルート（BGPの場合のみ）を
設定します。

set ip next-hop self

例：

Device(config-route-map)# set ip
next-hop self

ステップ 5

ルートマップコンフィギュレーション

モードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルーティングプロトコル間でルートを

再配布する条件を定義し、ルートマッ

route-map map-tag permit
sequence-number

例：

ステップ 7

プコンフィギュレーションモードを開

始します。

Device(config)# route-map
static-nexthop-rewrite permit 20

指定されたタイプのルートを再配布し

ます。

match route-type internal

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# match
route-type internal
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目的コマンドまたはアクション

指定されたタイプのルートを再配布し

ます。

match route-type external

例：

ステップ 9

Device(config-route-map)# match
route-type external

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced
Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）の外部ルートを照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match
source-protocol connected

ステップ 10

ルートマップコンフィギュレーション

モードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモード

を開始して、BGPルーティングプロセ
スを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 12

BGPネイバーテーブルまたはマルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルにエ
ントリを追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address |
peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

Device(config-router)# neighbor
172.16.232.50 remote-as 65001

VPNv4アドレスファミリを指定し、ア
ドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router)# address-family
vpnv4

ステップ 14

ボーダーゲートウェイプロトコル

（BGP）ネイバーとの情報交換を有効
にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address |
peer-group-name} activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor
172.16.232.50 activate

マルチホップとして設定されている外

部 EBGPピアで、ネクストホップを変
更せずに伝播できるようにします。

neighbor {ip-address | ipv6-address |
peer-group-name} next-hop unchanged
allpaths

例：

ステップ 16
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor
172.16.232.50 next-hop unchanged
allpaths

発信ルートにルートマップを適用しま

す。

neighbor {ip-address | ipv6-address |
peer-group-name} route-map map-name
out

ステップ 17

例：

Device(config-router-af)# neighbor
172.16.232.50 route-map
static-nexthop-rewrite out

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了して、ルータコン

exit

例：

ステップ 18

フィギュレーションモードを開始しま

す。Device(config-router-af)# exit

IPv4アドレスファミリを指定し、アド
レスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family ipv4 [unicast | multicast|
vrf vrf-name]

例：

ステップ 19

Device(config-router)# address-family
ipv4 unicast vrf inside

ローカル BGPルーティングプロセス
についてルートマップを優先すること

を設定します。

bgp route-map priority

例：

Device(config-router-af)# bgp
route-map priority

ステップ 20

ルートを 1つのルーティングドメイン
から他のルーティングドメインに再配

布します。

redistribute protocol

例：

Device(config-router-af)# redistribute
static

ステップ 21

ルートを 1つのルーティングドメイン
から他のルーティングドメインに再配

布します。

redistribute protocol

例：

Device(config-router-af)# redistribute
connected

ステップ 22

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了し、ルータコン

exit-address-family

例：

ステップ 23

フィギュレーションモードを開始しま

す。Device(config-router-af)# exit
address-family
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始
します。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 24

BGPの設定例
ここでは、BGPの設定例を紹介します。

例：条件付き BGPルートの挿入の設定
次の出力例は、show ip bgp injected-pathsコマンドを入力したときに表示される出力に類似し
ています。

Device# show ip bgp injected-paths

BGP table version is 11, local router ID is 10.0.0.1
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i -
internal
Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 172.16.0.0 10.0.0.2 0 ?
*> 172.17.0.0/16 10.0.0.2 0 ?

例：ピアセッションテンプレートの設定

次の例は、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで、INTERNAL-BGPと
いう名前のピアセッションテンプレートを作成します。

router bgp 45000
template peer-session INTERNAL-BGP
remote-as 50000
timers 30 300
exit-peer-session

次の例は、ピアセッションテンプレート CORE1を作成します。この例は、INTERNAL-BGP
というピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションを継承します。

router bgp 45000
template peer-session CORE1
description CORE-123
update-source loopback 1
inherit peer-session INTERNAL-BGP
exit-peer-session

次の例は、CORE1ピアセッションテンプレートを継承するように、192.168.3.2ネイバーを設
定します。192.168.3.2ネイバーも、ピアセッションテンプレート INTERNAL-BGPから間接
的にコンフィギュレーションを継承します。neighbor inherit文を動作させるには、remote-as文
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を明示的に使用する必要があります。ピアリングが設定されていない場合、指定されたネイ

バーはセッションテンプレートを受け付けません。

router bgp 45000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 inherit peer-session CORE1

例：ピアポリシーテンプレートの設定

次の例は、GLOBALという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプレー
トコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy GLOBAL
weight 1000
maximum-prefix 5000
prefix-list NO_SALES in
exit-peer-policy

次の例は、PRIMARY-INという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプ
レートコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy PRIMARY-IN
prefix-list ALLOW-PRIMARY-A in
route-map SET-LOCAL in
weight 2345
default-originate
exit-peer-policy

次の例は、ピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを作成します。このピアポリシーテン
プレートは、PRIMARY-INおよびGLOBALという名前のピアポリシーテンプレートからコン
フィギュレーションを継承するように設定されています。

router bgp 45000
template peer-policy CUSTOMER-A
route-map SET-COMMUNITY in
filter-list 20 in
inherit peer-policy PRIMARY-IN 20
inherit peer-policy GLOBAL 10
exit-peer-policy

次の例は、アドレスファミリモードでピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを継承する
ように 192.168.2.2ネイバーを設定します。この例は上の例の続きと仮定しており、上のピア
ポリシーテンプレート CUSTOMER-Aは PRIMARY-INおよび GLOBALという名前のテンプ
レートからコンフィギュレーションを継承しているため、192.168.2.2ネイバーもピアポリシー
テンプレート PRIMARY-INおよび GLOBALから間接継承します。

router bgp 45000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.2.2 inherit peer-policy CUSTOMER-A
end
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例：BGPルートマップの next-hop selfの設定
この項では、BGPルートマップの next-hop selfを設定する方法の例を示します。

この例では、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定をオーバーライド
するネットワークを照合するルートマップを設定します。次に、next-hop selfを設定します。
その後、指定したアドレスファミリに対して bgp route-map priorityを設定して、指定済みの
ルートマップが bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定よりも優先さ
れるようにします。この設定により、スタティックルートは自身をネクストホップとして再

配布されますが、接続されたルートおよび IBGPまたは EBGPを介して学習されたルートは引
き続きネクストホップを変更せずに再配布されます。

route-map static-nexthop-rewrite permit 10
match source-protocol static
set ip next-hop self
route-map static-nexthop-rewrite permit 20
match route-type internal
match route-type external
match source-protocol connected
!
router bgp 65000
neighbor 172.16.232.50 remote-as 65001
address-family vpnv4
neighbor 172.16.232.50 activate
neighbor 172.16.232.50 next-hop unchanged allpaths
neighbor 172.16.232.50 route-map static-nexthop-rewrite out

exit-address-family
address-family ipv4 unicast vrf inside
bgp route-map priority
redistribute static
redistribute connected

exit-address-family
end

BGPのモニタリングおよびメンテナンス
特定のキャッシュ、テーブル、またはデータベースのすべての内容を削除できます。この作業

は、特定の構造の内容が無効になった場合、または無効である疑いがある場合に必要となりま

す。

BGPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示
できます。さらに、リソースの利用率を取得したり、ネットワーク問題を解決するための情報

を使用することもできます。さらに、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、デバイスの

パケットが経由するネットワーク内のルーティングパスを検出することもできます。

下の図に、BGPを消去および表示するために使用する特権 EXECコマンドを示します。

表 3 : IP BGPの clearおよび showコマンド

特定の BGP接続をリセットします。clear ip bgp address
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すべての BGP接続をリセットします。clear ip bgp *

BGPピアグループのすべてのメンバを削除します。clear ip bgp peer-group tag

プレフィックスがアドバタイズされるピアグループ、または

ピアグループに含まれないピアを表示します。ネクストホッ

プやローカルプレフィックスなどのプレフィックス属性も表

示されます。

show ip bgp prefix

サブネットおよびスーパーネットネットワークマスクを含む

すべての BGPルートを表示します。
show ip bgp cidr-only

指定されたコミュニティに属するルートを表示します。show ip bgp community [community-number] [exact]

コミュニティリストで許可されたルートを表示します。show ip bgp community-list community-list-number
[exact-match]

指定された ASパスアクセスリストによって照合されたルー
トを表示します。

show ip bgp filter-list access-list-number

送信元の ASと矛盾するルートを表示します。show ip bgp inconsistent-as

コマンドラインに入力された特定の正規表現と一致するASパ
スを持つルートを表示します。

show ip bgp regexp regular-expression

BGPルーティングテーブルの内容を表示します。show ip bgp

各ネイバーとのBGP接続および TCP接続に関する詳細情報を
表示します。

show ip bgp neighbors [address]

特定の BGPネイバーから取得されたルートを表示します。show ip bgp neighbors [address] [advertised-routes |
dampened-routes | flap-statistics | paths regular-expression
| received-routes | routes]

データベース内のすべての BGPパスを表示します。show ip bgp paths

BGPピアグループに関する情報を表示します。show ip bgp peer-group [tag] [summary]

BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

bgp log-neighbor changesコマンドは、デフォルトでは有効です。そのため、BGPネイバーの
リセット、起動、またはダウン時に生成されるメッセージをログに記録できます。
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ボーダーゲートウェイプロトコルの機能情報
表 4 :ボーダーゲートウェイプロトコルの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1aボーダーゲートウェイプ

ロトコル

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1条件付き BGPルートの挿
入

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1BGPピアテンプレート

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1BGPルートマップネクス
トホップセルフ
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、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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